
１. 研究の目的と範囲

ボランティアコーディネーター (以下､ コー

ディネーター) は､ ボランティアとボランティ

アを求める人や組織との中間支援組織 (ボラン

ティアセンターや NPO 市民活動センター等)

や､ ボランティアが実際に活動する様々な組織

(福祉施設・社会教育施設､ NPO・NGO 等の

多様な非営利団体､ 行政等) で､ ボランティア

への支援やボランティア活動推進､ それらに関

わる調整を担当するスタッフを指す呼称である｡

但し､ 現状ではボランティアが活動するあらゆ

る組織に､ 上記を担当するスタッフが存在する

わけではなく､ また存在しても ｢ボランティア

コーディネーター｣ との職名が使用されている

とは限らない｡ しかし､ 社会生活の諸場面で､

ボランティアが活躍する場が現実として増える

に従い､ コーディネーターの必要性が認識され

るに至っている(1)｡

上記経緯の下､ 2001年に設立された全国のコー

ディネーターのネットワーク組織である､ 特定

非営利活動法人日本ボランティアコーディネー

ター協会 (以下､ JVCA) は､ コーディネーター

について､ ｢市民のボランタリーな活動を支援

し､ その実際の活動においてボランティアなら

ではの力が発揮できるよう､ 市民と市民または

組織をつないだり､ 組織内での調整を行うスタッ

フ｣ と定義している｡ 本稿も､ コーディネーター

について､ JVCAの定義を前提としたい｡

様々な現場で働くコーディネーターの中には､

面接スキル向上を要望するニーズが存在するこ

とを､ コーディネーター対象の研修会参加者等

の参加動機や要望から窺い知ることができ

る(2)｡ 実践場面で､ ｢面接がうまくなりたい｣

と思っている､ あるいは､ ｢面接｣ に課題意識

を抱くコーディネーターが存在するのである｡

1990年代後半以降､ わが国に積極的に紹介さ

れてきたボランティアマネジメントの理論(3)

では､ ｢面接｣ という場合､ ボランティアマネ

ジメントの一連のプロセスの一局面をさしてい

る(4)｡ 立案されたボランティアプログラムに

基づくボランティア募集の後､ 応募者の選考や

配置のために､ 実際に応募者とコーディネーター

が面談する局面をさして､ ｢面接｣ というター

ムが使われている｡

一方､ コーディネーターは､ 冒頭で述べた通

り､ ボランティアが実際に活動する様々な組織

だけではなく中間支援組織でも活躍している｡

中間支援組織のコーディネーターは､ ボランティ

ア活動への応募者との ｢面接｣ に限らず､ ボラ

ンティアを求める人や組織と相談のために面談

する｡ 双方への支援やそのための調整を行う役

割があるからである｡ ボランティアが実際に活

動する様々な組織でも､ ボランティアとの面談

は､ 応募時の ｢面接｣ だけではなく､ 活動開始

後の諸場面でも交わされる｡ ボランティアへの

支援や調整のための面談は､ 中間支援組織と同
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様､ 対ボランティアだけではなく､ 利用者や他

のスタッフとの間でも行われる｡ 現場のコーディ

ネーターが､ ｢面接がうまくなりたい｣ と思う

場面は､ ボランティア活動への応募者との ｢面

接｣ 場面だけではないといえる｡

つまり､ ボランティアコーディネーション(5)

の展開場面においてコーディネーターは､ ボラ

ンティア応募者をはじめとする様々な対象と､

様々な局面で､ 支援や調整のために面談をする｡

それが単なる会話ではなく､ ｢目的のある意図

的な会話｣ であり､ 支援や調整のために的確に

機能する必要を認識するからこそ､ ｢面接｣ と

意識され､ ｢面接｣ スキル向上への要望が存在

すると考えられる｡ 現実的には､ 構造化された

｢面接｣ としてコーディネーターが自覚的に臨

んでいる場面と､ 必ずしも構造化されていない

が､ コーディネーターの関わりとして､ 意図的

な ｢面接｣ として意識すべき場面も存在すると

筆者は考えている｡

本稿において､ ｢面接｣ の一般的な意味は､

｢目的をもつ意図的な会話｣ と捉えている｡ 社

会生活上 ｢面接｣ というと､ 専門職 (主に､ 医

療職・心理職・ソーシャルワーカーその他の対

人援助職) との面談場面のほか､ 就職の採用面

接や入試における面接試験､ 社会調査や取材等

の場合も ｢面接 (又は､ インタビュー)｣ とい

う言葉が使われ､ 幅広い｡ ボランティアマネジ

メントの局面としての ｢面接｣ は､ ある組織に

ボランティアという人材を選考の上配置する局

面であるから､ 就職の採用面接に似ているよう

にも思える｡ だが､ 就職の採用面接が､ 採用側

が採用したい人物像の条件に当てはまるかどう

かの選抜と､ 一般に認識されている通りだとし

たら､ ボランティアへの支援や調整のために行

うコーディネーターの ｢面接｣ とは異なるもの

と理解できる｡

ボランティアコーディネーションの展開場面

でコーディネーターが担う ｢面接｣ は､ その手

法や考え方として､ ソーシャルワークの知見が

現実的に取り入れられてきた(6)｡ ボランティ

アコーディネーションは､ ソーシャルワークの

間接的な､ 一関連領域との捉えも存在する(7)｡

しかし､ ボランティアコーディネーション機

能は､ 現実には､ ソーシャルワークの展開場面

だけで果たされるのではない｡ この意味で､ ボ

ランティアコーディネーション機能は､ 常にソー

シャルワークの一部の機能､ あるいは延長線上

の機能とはいいがたい｡

現状､ ボランティアコーディネーションが必

要とされる現実の場面は､ 社会教育施設や､ 福

祉・保健医療サービス以外の多様な領域の

NPO・NGO､ 行政など幅広い｡ つまり､ ソー

シャルワーカーがその機能の一部としてボラン

ティアコーディネーション機能を発揮できる場

面以外の､ 諸領域の多様な現場においてボラン

ティアが活動し､ ボランティアコーディネーショ

ンが必要とされる現実がある｡ それらの現場で

は､ ボランティアコーディネーションは､ ソー

シャルワーカーが担うとは限らない｡ つまり､

ソーシャルワークとの重複した機能としてでは

なく､ ボランティアとして活動する市民への支

援や調整をするボランティアコーディネーショ

ン機能が､ 独立して発揮されなければならない｡

ボランティアコーディネーション機能は､ ソー

シャルワークの一部の機能を担うと考えれば､

コーディネーターの ｢面接｣ 手法としてソーシャ

ルワークの知見を取り入れるのは自明である｡

本稿でいうソーシャルワークの知見とは､ 次の

ような内容である｡

｢ソーシャルワーク面接の目的は主に３点であ

る｡

① 情報収集のための面接：クライエントと

その問題の状況を知るためのもの｡ 焦点は､

クライエントの社会的機能に向けられる｡
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② 評価のための面接：情報に基づいて問題

を整理し､ 具体的な計画をたてるためのも

の｡

③ 介入の面接：クライエントの社会的機能

を高め､ クライエントと状況に変化をもた

らすためのもの｡

目的によって進め方は異なるが､ 基本的には､

どの面接においても聴くこと､ 問うこと､ 伝え

ることが求められる｡ 面接者には､ 参与観察の

態度が望まれる｡ 面接者の重要な道具は､ 面接

者自身であり､ 人間としての個性である｡ ソー

シャルワーカーは､ クライエントとの面接をす

るだけで終わるのではなく､ クライエントと状

況をつないでいく役割を担う｡

面接には､ 構造化された面接と非構造化され

た面接がある｡ 面接の構造には､ 時間､ 回数､

場所､ 人数､ 契約などの面があり､ それぞれの

面接は一様ではない｡

面接の場所は､ 面接者の所属する機関が標準

的な形態だが､ 訪問面接のように､ 面接者がク

ライエントのところに ｢出向いて｣ なされる面

接もある｡ 構造化されていない ｢生活場面面接｣

(ライフスペースインタビュー) や ｢電話面接

(相談)｣ も､ 面接の一形態とされる｡｣(8)

だが､ ソーシャルワークを基盤としないコー

ディネーターが役割を担う実態を鑑みると､ ソー

シャルワークの知見を援用する意義を明確にす

る必要があろう｡

また､ ソーシャルワークを基盤とするコーディ

ネーターとしても､ ソーシャルワークの知見を

ボランティアコーディネーションの実践場面で

援用する際､ ソーシャルワークの教材等からの

学習では実務上限界があると筆者は考える｡ 例

えば､ ｢面接｣ の対象の捉えであるが､ コーディ

ネーターの目前には､ 面談相手としての対象は､

ボランティア活動を希望したりボランティアを

求めたりする､ 個人や様々な組織など､ 多様な

人々が現れる｡ しかし､ ソーシャルワークの教

材等では､ その対象は ｢利用者｣ や ｢クライエ

ント｣ であり､ 生活問題を有する人等と捉えら

れていることが多い｡ コーディネーターは､ 生

活問題を有する人と出会う可能性もあるが､ 主

な対象が､ ボランティア活動者と考えると､ 上

記捉えは､ コーディネーターの実務とは距離の

ある印象である｡

本研究は､ 上述の問題意識を背景として､ コー

ディネーターが役割を担う際に行う ｢面接｣ に

焦点を当てる｡ コーディネーターが支援や調整

等を行う実践場面において､ 的確に機能する

｢面接｣ の特徴とは何かについて､ 探究し整理

することが本研究の目的である｡ 既に述べた通

り､ 本稿で ｢面接｣ とは､ 単なる会話ではなく､

｢目的をもつ意図的な会話｣ とする｡ ボランティ

アコーディネーションの展開場面における ｢面

接｣ の手法や考え方として､ ソーシャルワーク

の知見を前提とした場合､ コーディネーターは

的確に機能する ｢面接｣ を､ ボランティアコー

ディネーションの展開過程のどの局面で､ どの

ような目的で､ どのような対象に対し､ どのよ

うな内容で行うのか､ ｢面接｣ の構成要素に着

目しながら､ ｢面接｣ の特徴を明らかにしたい｡

そして､ コーディネーターが担う役割に照らし､

｢面接｣ の特徴から考察できる実践上の課題に

ついて論考したい｡

また､ 本研究の成果により､ コーディネーター

が ｢面接｣ を行う上で必要とされる ｢面接｣ 手

法に関し､ その手法を向上させるための研修や

演習等のあり方についても検討する緒にできれ

ばと考える｡

２. 研究の方法

１) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面の検証

ボランティアコーディネーションの展開過程
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において､ コーディネーターは､ どの局面で､

｢面接｣ すなわち､ 直接対象者と関わり､ 目的

のある意図的な会話を行うと考えられるかにつ

いて整理を行う｡

ボランティアコーディネーションの展開過程

では､ ボランティア活動者との ｢面接｣ 場面の

他､ ボランティア募集者､ 組織内スタッフや利

用者､ 関係他機関との面談場面も想定される｡

本研究のボランティアコーディネーションにお

ける ｢面接｣ とは､ 基本的には､ ボランティア

活動者 (以下､ 活動者) とボランティア募集者

(以下､ 募集者) を主たる対象と考え､ 一面談

場面に異なる主体を含まない面談を ｢面接｣ と

捉える｡ 活動者と募集者を主たる対象と考える

が､ 想定される組織内スタッフや利用者､ 関係

他機関についても､ 単一主体との面談について

は､ ｢面接｣ と捉えることにする｡ 本稿では､

異なる主体が集まって行う協議場面は､ 活動者

や募集者を含む場合でも､ ｢カンファレンス｣

と捉え､ ｢面接｣ とは区別する｡

ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面の整理は､ 以下の先行

文献等を参考資料として行った｡

①全国社会福祉協議会発行ボランティアコーディ

ネータースキルアップシリーズ ｢相談活動の基

礎知識｣ (ボランティアコーディネーター研修

プログラム教材開発研究委員会編､ 1999年発

行)(9)

②妻鹿によるボランティアマネジメントのプロ

セスチャート(10)

２) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面ごとの目的・対象・

内容の検証

１) で検証した､ ボランティアコーディネー

ションにおいて ｢面接｣ が行われる局面ごとに､

その ｢面接｣ の目的・対象・内容について整理

を行う｡

ボランティアコーディネーションの実践場面

における ｢面接｣ の実態を踏まえつつ､ ソーシャ

ルワークの知見を前提に､ 各局面における､ ボ

ランティアコーディネーションとしての支援や

調整のために的確に機能する ｢面接｣ のあり方

との視点から､ ｢面接｣ の構成要素に着目して､

吟味し整理を行った｡

上記は､ 先行文献(11)を参考に､ 筆者の実践

経験も用いて整理した上､ 整理した内容につい

て､ 現在実践に取り組む現場のコーディネー

ター(12)と共に協議し検討を行った｡

３. 研究の結果

１) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面の検証結果

２. 研究の方法１) で挙げた参考資料を基に､

ボランティアコーディネーションの展開過程で､

コーディネーターが､ どの局面で ｢面接｣ を担っ

ていると考えられるか､ ボランティア活動プロ

グラム (以下､ プログラム) の進行過程に沿っ

て､ 図１の通り整理した｡ 多様な組織が考えら

れるので､ ボランティアとの協働のシステムの

有り様によっては､ コーディネーター以外のス

タッフが､ ある局面の ｢面接｣ を担うことも考

えられる｡ それも含めて､ ボランティアコーディ

ネーションにおける ｢面接｣ と考えることにし

た｡

図１内を含め､ 以下､ ボランティアが活動す

る様々な組織は､ 便宜的に ｢受け入れ組織｣ と

する｡

受け入れ組織と中間支援組織では､ 対象の相

違や局面の差異があると考えられたが､ 図１で

は､ ｢面接｣ を行うと考えられる局面について､

共通して表すよう整理を試みた｡ その上で､ 中

間支援組織あるいは受け入れ組織に関し､ 特徴

的な事項を表現する必要のある箇所については､
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(図１) ボランティアコーディネーターが担う ｢面接｣ の局面
＊(中)は､ ｢中間支援組織｣､ (受)は｢ボランティア受け入れ組織｣とする｡



その旨を明記した｡

図１の通り､ コーディネーターが ｢面接｣ を

担う局面は､ 中間支援組織・受け入れ組織とも

に､ プログラムの進行過程に沿って考えた場合､

大別して４つの局面がある｡ (活動は､ ボラン

ティア活動の略｡ 以下同様)

Ⅰ相談者との初期の関わり

Ⅱ活動開始期の関わり

Ⅲ活動開始後の関わり

Ⅳ評価・活動終了期の関わり

Ⅰ相談者との初期の関わり

受け入れ組織では､ 通常活動希望者との関わ

りが中心となる (組織の機能によっては募集希

望者との ｢面接｣ もある)｡ 中間支援組織では､

活動希望者のほか､ 募集者や､ 活動希望者・募

集者双方の範疇に分類しがたい対象 (図１では､

｢その他｣ とした) との関わりもある｡

図１のⅠの�インテークの局面は､ 相談者の

相談目的やニーズを把握し､ どう対応するかに

ついて検討する局面である｡ ｢インテーク｣ と

は､ ソーシャルワークにおける援助過程の初期

段階を指し､ ｢来所者の相談理由を中心に情報

を収集して問題を明確にし､ 機関の機能に照ら

して取り扱えるか否かを決定するまでの期

間｣(13)である｡ 本定義が､ 本局面の内容として

共通すると考え､ 本用語を用いた｡

図１のⅠの�対応は､ Ⅰの�インテークで把

握した相談目的やニーズに応じて､ 何らかの対

応を行う局面である｡ 図１の通り､ Ⅰの�対応

は､ 多様な対応のあり方が想定でき､ 対応によ

り ｢面接｣ の特徴が異なると考えられるので､

以下の８つの局面に整理した｡

① (中間支援組織) 活動先紹介､ (受け入

れ組織) 既存のプログラム紹介

②プログラム開発

③ (中間支援組織) 登録ボランティアの紹

介・募集の広報協力等

④ (中間支援組織) 受け入れの基盤づくり

支援

⑤ボランティア活動の説明等の提供

⑥サポートのための関わりの継続

⑦他機関への送致

⑧その他

①は､ 明確に活動を希望する相談者への対応

である｡ 中間支援組織の場合は､ 諸活動先を紹

介し､ 受け入れ組織の場合は､ 既存のプログラ

ムへの応募の局面である｡

②は､ 活動希望者と募集者との双方への対応

として考えられる｡ それぞれのニーズを基に､

ボランティアによる活動として､ プログラムを

開発・創造できるかを検討する局面である｡ 活

動希望者・募集者､ いずれにしろニーズに見合

う既存の活動が､ 相談の時点では存在しない場

合である｡ 個人の募集者の場合､ ボランティア

による対応ではなく､ 他の社会資源による対応

を検討する場合があり､ 結果として他の社会資

源へ送致する対応が､ ⑦の他機関への送致であ

る｡

プログラム開発の検討後､ 実際のプログラム

開始に至るには､ 通常､ プログラム立案や募集

に関する協議場面 (カンファレンス) が存在す

ることになる｡

③は､ 中間支援組織における対応である｡ 募

集者が明確なプログラムを携えてきた時､ 当該

の中間支援組織に個人ボランティア登録制度等

がある場合､ その登録者から必要なボランティ

アを紹介する対応である｡ また､ 募集者のプロ

グラムについて､ 当該中間支援組織の広報誌や

ホームページへ掲載するなど､ コーディネーター

はプログラムの開発部分には関わらず､ ボラン

ティア募集について一定の広報協力を中心とす

る募集支援を行う対応である｡ ③の対応の延長

線上に､ 募集者は､ 登録ボランティアとマッチ

ングの上で出会う場面がある｡ マッチングの場
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面については､図１のⅠの�③�の通り､ 本稿で

はカンファレンスと捉えた｡

④は､ 中間支援組織における､ 施設や NPO

等の受け入れ組織からの相談に対する対応であ

る｡ 受け入れ組織がボランティアを受け入れる

場合､ 本来ボランティアマネジメントの実施が

必要であり､ これらについて共に検討するため

の対応である｡ 対象の組織と共にプログラム立

案する場合以外は､ 中間支援組織として直接プ

ログラムを開始するわけではないので､ ⑤～⑧

と同様､ プログラムが行われる過程には移行し

ない対応である｡

次の⑤～⑧は､ プログラムが行われる過程に

移行しない対応の局面である｡

⑤は､ 実際に活動を希望したり､ ボランティ

アを募集するのではなく､ ボランティア活動や

その関連するテーマについての説明等を実施す

る対応である｡

⑥は､ 主訴はボランティア活動に関すること

であったとしても､ 実際に活動を希望したり､

ボランティア募集したりすることに至らず､ 何

らかのニーズがあって当該機関に関わりを求め

る者への対応である｡

⑦は､ 例えば個人の募集者に他の社会資源を

紹介する場合や､ 活動希望者の場合､ 他の活動

先やボランティア活動先ではない他機関 (例え

ば､ シルバー人材センター､ 職業安定所等) を

紹介する対応等である｡

⑧ その他は､ ①～⑦に分類できない対応で

ある｡

Ⅱ活動開始期の関わり

活動開始期の関わりにおける ｢面接｣ の局面

は､ 受け入れ組織・中間支援組織共に､ 活動者

や募集者に対する活動開始前に行う�オリエン

テーションと�活動初回の関わりである｡ 組織

内スタッフや利用者､ 関係他機関各々に対し､

活動開始に伴うオリエンテーションを行う場合

も､ ｢面接｣ と捉えた｡ しかし､ 関係者間合同

の活動開始に伴う情報・意見交換については､

｢カンファレンス｣ と捉えた｡

Ⅲ活動開始後の関わり

活動開始後の関わりにおける ｢面接｣ の局面

は､ 図１の通り､ 以下の�～�の３局面に整理

した｡

� 位置づけられたスーパービジョン

定期的､ もしくは､ 事前に組織内で公式に設

定され､ 予め対象者にもそのシステムが告知さ

れた､ 主に活動者を対象とする相談や支援の局

面である｡ 中間支援組織の場合､ 募集者 (特に

個人の場合) を含めて行う形態も考えられる｡

ボランティアコーディネーションの展開過程に

おいて､ 組織内スタッフや利用者､ 関係他機関

間で､ 当該プログラムの進捗について協議を行

い､ 活動者や募集者が参加することもある｡ そ

うした場において､ 活動者が関係者よりスーパー

ビジョン的な関わりを受けることもあるが､ そ

れらは､ プログラム進行に関する ｢カンファレ

ンス｣ として､ ｢面接｣ の局面とは分けて捉え

た｡

� 任意の相談・支援場面

�とは異なり､ 対象者からの任意の相談や支

援希望の申し出､ あるいは､ コーディネーター

が随時必要と判断して対象者への支援として関

わる局面である｡ 本局面では､ 募集者､ 組織内

スタッフや利用者､ 関係他機関各々との､ 協議

とは異なる関わりとしての ｢面接｣ が考えられ

る｡ 一方､ プログラムに関して､ 任意に諸関係

者と共に協議する場面もあり､ それらは ｢任意

のプログラムに関するカンファレンス｣ と捉え

た｡

� 感謝の機会

主に活動者に対する公式・非公式を含む感謝

を表す機会における面談場面として､ ｢面接｣

の局面と捉えた｡ 活動者以外の関係者間で､ 感
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謝の機会設定について協議する場面については､

｢感謝の機会設定のためのカンファレンス｣ と

捉えた｡

Ⅳ評価・活動終了期の関わり

� プログラムの評価は､ 様々な方法が考えら

れるが､ 活動者と面談して行う方法をとる場

合､ ｢面接｣ の一局面と捉えた｡ 評価の機会

には､ プログラムそのものが終了となる場合

の関わりも含まれる｡ 中間支援組織の場合､

活動者と募集者と合同での場面設定もあり､

また､ 受け入れ組織・中間支援組織共に､ 組

織内スタッフや利用者､ 関係他機関との協議

による評価の場面もある｡ それらは協議場面

と捉え､ 評価のための ｢カンファレンス｣ と

捉えた｡

� 活動終了時について､ 活動の終了は､ プロ

グラムそのものの終了と､ 活動者側の都合に

よる終了があるが､ 活動者側の都合による終

了時の､ 活動者を対象とした関わりを､ 活動

終了時の ｢面接｣ と捉えた｡

２) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面ごとの目的・対象・

内容の検証結果

表１の通り､ １) で捉えたボランティアコー

ディネーションにおける ｢面接｣ の局面につい

て､ ソーシャルワークの知見を前提に､ 局面ご

との ｢面接｣ の構成要素に着目し､ 目的・対象・

内容について整理を行った｡ 整理は､ 各局面の

支援や調整のために的確に機能する ｢面接｣ の

あり方を追究する視点から行った｡

表１は､ 局面ごとに､ ｢面接｣ の構成要素に

着目した目的・対象・内容についての整理内容

である｡ 図１同様､ 中間支援組織も受け入れ組

織も想定し､ 共通して整理内容を表すよう試み

たが､ Ⅰの�対応に関しては､ それぞれの差異

が顕著なので､ 特徴的な事項のある箇所は､ ど

ちらの組織における対応かを明記した｡

表１上の ｢面接｣ の目的は､ その局面におけ

る ｢面接｣ のめざすこと､ 対象は､ その局面で

実際に ｢面接｣ することが想定される主な面談

相手である｡

表１上の ｢面接｣ の内容は､ 時間・空間・コ

ミュニケーションに分けて整理を行った｡ 時間

は､ ｢面接｣ を行う時間帯・長さ・頻度等時間

に関すること､ 空間は､ ｢面接｣ を行う場所に

関することである｡

｢面接｣ は､ 様々なコミュニケーションによ

り成り立つと考えられるが､ そのコミュニケー

ションについて､ 表１では､ 言語・非言語・ツー

ルに分けて整理した｡

言語コミュニケーションは､ 妥当な言葉づか

いや基本的な応答技法等の他､ 局面によって､

想定できる質問や必要とされる説明等の内容を

整理した｡ 質問項目とは､ 事前に具体的に準備

すべき質問群で､ 必要とされる局面に示した｡

質問内容とは､ ニーズや状況を掘り下げるため

に適切な質問が必要であるが､ 具体的な質問項

目としては準備しにくい場合の局面に示した｡

表１内のⅢの�任意の相談・支援場面につい

て､ 各組織のボランティアとの協働の状況によっ

て､ 活動者をはじめとする諸対象者から､ どの

ような相談や支援を求められるか､ 事前には把

握しづらい局面である｡ そのため､ 言語コミュ

ニケーションとしては､ 想定できる内容は示せ

ず､ 傾聴のための応答技法の必要についての指

摘に留まった｡

非言語コミュニケーションは､ 各局面でのコー

ディネーターが基本的に意識化すべき態度と対

象者を観察することの必要を指摘した｡

コミュニケーションツールとは､ 各局面で､

コミュニケーションに効果的な影響があると考

えられる､ コーディネーターが用いる具体的な

資料やフォーマット (記入用紙等含む) を整理

した｡
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(表１) ボランティアコーディネーターが担う ｢面接｣ の目的・対象・内容
～支援と調整のために的確に機能する ｢面接｣ のあり方としての整理～

＊ (中) は､ ｢中間支援組織｣､ (受) は｢ボランティア受け入れ組織｣とする｡

目的 対象

内容

時間 空間

コミュニケーション

(言語コミュニケーション)
(非言語コミュ
ニケーション)

(コミュニケー
ションツール)

Ⅰ
相
談
者
と
の
初
期
の
関
わ
り

�
イ
ン
テ
ー
ク

Ａ) 相談目的やニーズを把握する｡
特に､ ボランティア活動に関わる動機を把握する｡ 語られ
る動機やニーズに伴う感情面にも配慮して傾聴する｡
Ｂ) 相談者の基本属性を把握する｡
Ｃ) 組織の理念や機能を伝える｡
Ｄ) 相談を続けたいと相談者が思える信頼関係を構築する｡
Ｅ) 相談目的やニーズ等に応じた対応を検討する｡

各年代・多様
な属性や特性
の個人､ 多様
な組織・団体｡
一面接一人と
は限らない
(複数もあり)｡

相談者と組織の
都合を折り合わ
せて時間帯を決
定｡ Ⅰ�を含め
30分～１時間程
度､ ニーズ等を
傾聴する十分な
時間が必要｡ 通
常､ 組織がサー
ビス等を実施し
ている時間帯に
実施｡

Ａ) 落ち
着いて話
せる占有
可能な空
間｡
Ｂ) 話し
やすい位
置､ 明る
さや冷暖
房に配慮
する｡

Ａ) 対象の年代に合わせた適切な敬
語を使う｡ 専門用語に配慮する｡
Ｂ) 安心して話し続けられる配慮と
して､ 基本的な応答技法や準言語を
活用する｡
Ｃ) ｢ボランティア活動｣ ｢組織の理
念や機能｣のわかりやすい的確な説
明｡
Ｄ) 基本属性を把握するための質問
項目｡
Ｅ) ｢面接｣ の流れ｡

Ａ) 初対面の
相談者が安心
できるコーディ
ネーターの表
情や態度､ 話
しやすい位置｡
Ｂ) 相談者の
非言語コミュ
ニケーション
を観察し､ そ
の意味の理解
から相談者理
解に努める｡

Ａ) 組織の案
内書 (ビデオ
や写真)
Ｂ) 基本属性
を把握するた
めの記入用紙

Ⅰ
相
談
者
と
の
初
期
の
関
わ
り

�
対
応

Ａ) 相談者が､ 主体的にニーズを充足できる関係性を構築
する
Ｂ) ニーズに応じた対応を行う｡
Ｃ) 図１のⅠ�①～⑧の､ 対応ごとの関わりを行う｡
① (中) 組織として情報収集した活動先情報を提供して､
活動先選択を支援する｡ (受) 既存のプログラムの､ ボラ
ンティアの選考と配置をする｡ 活動希望者の身元を確認す
る｡ (中) (受) 共に､ これから行う活動への意欲を高めら
れるよう支援する｡
②ニーズの詳細､ その社会的意義を把握し､ プログラム開
発の可能性を相談者と共に検討する｡ プログラムを共に創
造するための信頼関係を構築する｡
③ (中) 登録ボランティアシステム・広報協力システムを
活用して､ 適切にボランティア募集が行えるよう支援する｡
④ (中) 受け入れ態勢に関わる状況を詳細に把握し､ 基盤
づくりを共に検討する｡
⑤ボランティア活動関連の話題について適切に伝える｡
⑥組織としての支援の可能性を検討する｡
⑦他機関の利用について検討し協議する｡
⑧①～⑦に分類できない場合の対応を検討する｡

Ⅰ�インテー
クと同様｡
ニーズに応じ､
活動希望者・
募集希望者・
その他に大別
できる｡

Ⅰ�インテーク
の延長として､
同日同時間に進
行する｡ 対応①
(受) 既存のプ
ログラムへの応
募の場合､ 活動
時間帯に設定す
ると見学を実施
できる｡

Ⅰ�イン
テークと
同様

Ⅰ�インテークＡ) Ｂ) 同様｡
Ａ) ①～⑦の対応に応じた説明や質
問項目｡
① (中) ニーズに沿った ｢活動先情
報｣ のわかりやすい説明｡ (受) ｢既
存プログラム｣ のわかりやすい説明｡
活動希望者の身元を把握するための
質問項目､ それらを質問する明確な
理由｡
②プログラム開発検討のためのニー
ズを掘り下げる質問内容や関連資源
に関する情報｡
③ (中) ｢既存のボランティア募集
システム｣ に関するわかりやすい説
明｡
④ (中) 受け入れ態勢の詳細を把握
するための質問内容｡
⑤ ｢ボランティア活動や関連ターム｣
のわかりやすい説明｡
⑦ ｢送致機関｣ の情報についてのわ
かりやすい説明｡
Ｂ) ①～⑦に応じた ｢面接｣ の流れ｡

Ａ) 相談者が
核心を話し続
けられる雰囲
気､ 共に考え
ていくという
コーディネー
ターの態度｡
Ｂ) 相談者の
非言語コミュ
ニケーション
を観察し､ そ
の意味の理解
から相談者理
解に努める｡

Ａ) ①～⑦に
応じた資料
① (中) 諸活
動先の情報ファ
イル等 (受)
書かれた既存
のプログラム
③ (中) 受け
入れ態勢のチェッ
クシート
④ (中) 登録
ボランティア
紹介システム・
広報協力方法
に関する説明
資料
⑦送致機関に
ついて書かれ
た資料

Ⅱ
活
動
開
始
期
の
関
わ
り

�オリエンテーション
Ａ) プログラムの詳細を説明する｡
Ｂ) 活動者に､ 組織の一員として組織の沿革や機構を説明
し理解してもらう｡
Ｃ) ボランティアが使用できる設備､ ルール等を伝える｡
Ｄ) 活動者と､ 活動の契約を交わす｡
Ｅ) 関わりを今後継続するために､ また､ 組織の理念を追
求するために協働する対等なパートナーとして､ 活動者と
信頼関係を構築する｡
Ｆ) 活動開始にあたっての不安や疑問を減らすことを通し､
活動者が意欲的に開始できるよう支援する｡ 組織内関係者
等がボランティアと快適に協働できるよう支援する｡
Ｇ) 他の関係者が､ 活動者と信頼関係を構築できるよう支
援する｡
�活動初回
Ａ) コーディネーターは必要時にいつでも相談できる存在
であることを明確に伝える｡
Ｂ) 組織の理念を追求するために協働する対等なパートナー
としての信頼関係を構築する｡
Ｃ) 活動者が､ 初回の活動に不安なく臨めるよう支援する｡
Ｄ) 活動を続ける上での課題について共に考え､ 必要に応
じて支援の方向性を検討する｡
Ｅ) 初回終了後の振り返りの機会を提供する｡

Ⅱ�主に活動
者｡ 募集者､
組織内スタッ
フ・利用者､
関係他機関｡
Ⅱ�主に活動
者｡

Ⅱ�十分に説明
等が可能な時間
(30～１時間程
度)｡ 長くなり
すぎない配慮｡
(受) の既存の
プログラムへの
応募が明確な場
合､ Ⅰと同日の
実施､ または､
活動初日の実施
もありうる｡ 活
動者と組織とで
折り合える設定
を検討する｡
Ⅱ�活動初回終
了後30分程度予
定｡ 事前に活動
者に伝える｡

基本的に
はⅠ�イ
ンテーク
と同様｡
Ａ) 活動
現場とイ
ンテーク
の部屋と
離れてい
る場合､
現場近く
の適切な
場を確保｡
Ｂ) ねぎ
らえる環
境作り｡

Ⅰ�インテークＡ) Ｂ) 同様｡
�
Ａ) ｢プログラム｣ ｢組織｣ ｢設備や
ルール｣ ｢契約｣ に関するわかりや
すい説明｡
Ｂ) オリエンテーションで諸説明を
する明確な理由｡
Ｃ) 契約を交わす理由｡
Ｄ) Ⅰでは言いにくかったこと等､
あれば話してほしいとのメッセージ｡
Ｅ) ｢面接｣ の流れの構想｡
�
Ａ) 活動終了後の謝意｡
Ｂ) 初回活動後の感想､ 課題と感じ
たこと､ 展望などに関する質問項目｡
Ｃ) Ⅰでは言いにくかったこと等､
あれば話してほしいとのメッセージ｡
Ｄ) ｢面接｣ の流れ｡

Ａ) 対象者が
安心して話せ
る雰囲気のコー
ディネーター
の表情や態度｡
Ｂ) 対象者の
非言語コミュ
ニケーション
を観察し､ そ
の意味の理解
から対象者理
解に努める｡

Ⅱ�
Ａ) プログラ
ムの詳細
Ｂ) 組織の詳
細
Ｃ)設備やルー
ル資料
Ｄ)契約のフォー
マット
Ⅱ�
Ａ)感想フォー
マット

Ⅲ
活
動
開
始
後
の
関
わ
り

�位置づけられたスーパービジョン
Ａ) 見出された課題から､ 活動者への研修や成長の機会提
供を検討する｡
Ｂ) 定期的に活動上の相談支援を行う｡
Ｃ) 活動者の､ 活動上の課題を共に考え解決をめざす｡
Ｄ) 活動者が､ 組織の理念追求のための協働するパートナー
であるとの自覚を高める機会とする｡
Ｅ) グループスーパービジョンの場合､ 活動者同士の交流
の機会とする｡
Ｆ) 表明された課題や意見から判明するプログラム上や地
域社会の課題について､ その後のプログラム開発に反映さ
せる｡ (その結果､ 組織や地域社会の改善へ反映する｡)
�任意の相談・支援場面
Ａ) 位置づけられたスーパービジョン以外の､ 関係者への
相談や支援の場として意図的に関わり､ 信頼関係を構築す
る｡
Ｂ) 見出された課題について共に考え解決のための支援や
調整を検討する｡
Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協働するパートナー

Ⅲ���主に
活動者｡
Ⅲ�は､ 活動
者のほか､ 募
集者､ 組織内
スタッフ・利
用者､ 関係他
機関｡

Ⅲ�
主に活動終了後｡
必要に応じ､ 余
裕のある時間設
定をする｡ 頻度
は､ 組織による｡
Ⅲ�
偶然出会う機会､
対象者から任意
に予約を受けた
時間帯｡ 状況に
より､ コーディ
ネーターが活動
前後を見計らっ
て声かけするタ
イミング｡

基本的に
はⅠ�イ
ンテーク
と同様｡
Ａ) 偶然
に出会っ
た場面で､
話し続け
る可能性
がある｡
可能な範
囲で､ 話
しやすい
よう配慮
する｡ 必
要に応じ
移動する｡

Ⅰ�インテークＡ) Ｂ) 同様｡
Ⅲ�
Ａ) 事前にテーマを設定している場
合は､ それに沿った ｢面接｣ の流れ｡
Ｂ) フリーの場合､ 必要に応じ､ 話
しやすくするための導入の話題提供｡
Ⅲ�
Ａ) コーディネーター側から支援を
想定している場合は､ 必要に応じた
質問項目や話題提供｡
Ｂ) 対象者から､ 予約なしで相談や
支援を求められる場合､ 投げかけら
れる相談や支援内容が見込めない｡
Ⅰ�インテークのＢ) 同様､ いかな
る対象からの申し出でも､ 対象者が
気持ちよく話し続けられるよう､ 傾
聴のための応答技法が必要｡
Ⅲ�
Ａ) 謝意を表す言葉や挨拶｡

Ａ) 対象者が
安心して話せ
る雰囲気のコー
ディネーター
の表情や態度｡
Ｂ) 対象者の
非言語コミュ
ニケーション
を観察し､ そ
の意味の理解
から対象者理
解に努める｡
Ｃ)偶然出会っ
た機会に､ 話
しをすること
が可能である
と伝わるコー
ディネーター
の表情や態度｡

Ⅲ�
Ａ) 謝意を表
すグッズ



４. 考察

３. 研究の結果より明らかになった､ ボラン

ティアコーディネーションにおける ｢面接｣ が

行われる局面､ 局面ごとの目的・対象・内容か

ら､ その ｢面接｣ の特徴について以下の通り考

察した｡

１) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面の検証結果からの考

察

ａ) ボランティアコーディネーションの展開過

程において､ 本稿で捉えた ｢面接｣ は､ 図１

上で大別した４つの局面 (Ⅰ～Ⅳ) の全てで

行われると考えられた｡ ボランティアコーディ

ネーション展開過程の全般で､ ｢面接｣ が実

施される局面が存在するといえる｡

一方本稿で､ ｢面接｣ とは別に定義した､

異なる主体との協議場面である ｢カンファレ

ンス｣ も､ ４つのどの局面でも行われると捉

えられた｡ ボランティアコーディネーション

の展開過程では､ 直接的な支援や調整の側面

において､ 活動者と募集者を中心とする関係

者との､ 単一主体との ｢面接｣ の他､ 異なる

主体との協議場面が各局面で必要といえる｡

コーディネーターの役割として見た場合､ 活

動者等を中心とする単一主体と向き合う ｢面

接｣ だけではなく､ プログラムに関わる関係

者との協議場面を成り立たせる調整や協議場

面を効果的に運用する役割も必要といえる｡

ｂ) 図１上のⅠは､ �インテークと�対応の局

面とに便宜的に分けた｡ だが､ ボランティア

コーディネーションにおいて�と�の ｢面接｣

は､ 実態としては一相談場面として､ 通常同

日同時間の進行により行われる｡ 中間支援組

織と受け入れ組織双方を想定した場合の�対

応の局面は､ 図１の通り､ 多様な対応を実施

する局面である｡ つまり､ Ⅰの局面の ｢面接｣

は､ 多様な対応を即日に判断して実施する

｢面接｣ であり､ 対応によって ｢面接｣ の特

徴も異なると考えられる｡

ｃ) 図１上のⅡ・Ⅲ・Ⅳの局面を概観すると､

Ⅲの�任意の相談・支援場面以外の局面は､

ボランティアコーディネーションの展開過程

として､ システムとして各局面を位置づけな

ければ､ ｢面接｣ は実施されない｡ つまり､

ボランティアコーディネーションの展開過程

を､ コーディネーターが十分に認識し､ シス

テムとして取り組む結果として行われる ｢面

接｣ といえる｡
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であると自覚を高め､ 関係者が受け止める機会とする｡
Ｄ) 関係者各々が､ 活動者との協働の意義を見直したり適
切な評価が行えるよう関わる機会とする｡
Ｅ) 表明された課題や意見から判明するプログラム上や地
域社会の課題について､ その後のプログラム開発に反映さ
せる｡ (その結果､ 組織や地域社会の改善へ反映する｡)
�感謝の機会
Ａ) 活動者の活動への意欲や姿勢等を把握する機会とし､
必要に応じて支援を行う｡
Ｂ) 活動者へ謝意を適切に伝える｡
Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協働するパートナー
であると自覚を高め､ 関係者が受け止める機会とする｡

Ⅳ
評
価
・
活
動
終
了
期
の
関
わ
り

�評価
Ａ) プログラムの評価を通じて活動の状況を把握する｡
Ｂ) 複数の活動者と共に行う場合､ 活動者同士の交流や連
帯の機会とする｡
Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協働するパートナー
であるとの自覚を高める機会とする｡
Ｄ) プログラムに関し面談による評価の機会とする｡
Ｅ) 表明された課題や意見から判明したプログラム上や地
域社会の課題について､ その後のプログラム開発に反映さ
せる｡ (その結果､ 組織や地域社会の改善へ反映する｡)
�活動終了時
Ａ) 活動終了の理由を必要に応じ把握する｡
Ｂ) 活動終了者へ謝意を表す｡
Ｃ) 必要に応じ､ 他所の活動紹介をする等の支援を行う｡
Ｄ) 活動を通して培った理念実現のための関わり方法や視
点を､ 終了後も継続するよう提案する｡

主に活動者｡ Ⅳ�
活動終了後､ 状
況により傾聴・
討議の必要があ
るので､ 余裕の
ある時間設定を
する｡

基本的に
はⅠ
�インテー
クと同様｡

Ⅰ�インテークＡ) Ｂ) 同様｡
�
Ａ) 評価項目｡
Ｂ) 共に対等に評価し合う場である
とのメッセージ｡
Ｃ) ｢面接｣ の流れ｡
�
Ａ) 終了の事情に応じた言葉かけと
傾聴｡
Ｂ) 必要に応じて提供する他所の活
動先情報｡
Ｃ) 活動を通して培った理念実現の
ための関わり方法や視点を継続する
提案内容｡

Ａ) 活動者に
謝意を表すコー
ディネーター
の態度｡
Ｂ) 活動者の
非言語コミュ
ニケーション
を観察し､ そ
の意味の理解
から活動者理
解に努める｡

Ⅳ�
Ａ) 評価項目
フォーマット
Ⅳ�
Ａ) 他所の活
動先資料



ｄ) 中間支援組織の場合､ 当該組織の機能の有

り様で､ ｢面接｣ が行われる局面に差異があ

ると考えられる｡ つまり､ １) 中間支援組織

そのものに協働するボランティアがいる場合

(個人の募集者への個人登録ボランティア派

遣のケースも含む)､ ２) 中間支援組織が連

携する受け入れ組織の､ 本来なら受け入れ組

織が実施すべきボランティアマネジメントを

代替している場合､ ３) 前二者のいずれでも

ない場合等が考えられる｡ １) ２) の場合は､

図１上のⅡ・Ⅲ・Ⅳの局面で､ 当該組織のシ

ステムに応じて ｢面接｣ が実施されるが､ ３)

の場合は､ 図１上のⅠとⅢの�任意の相談・

支援場面の局面以外は､ ｢面接｣ の実施は想

定しにくい｡ だが､ 中間支援組織の場合､ Ⅰ

については､ 図１の�対応③④のように､ 中

間支援組織に特徴的な対応としての ｢面接｣

が行われる｡ また､ �対応の⑤⑥⑦の ｢面接｣

も､ 主に中間支援組織で行われる特徴的な対

応としての ｢面接｣ といえる｡ これらは受け

入れ組織でも行われている可能性はある｡ し

かし､ 通常中間支援組織がボランティア活動

推進に関わる相談窓口として認知されている

ならば､ 当該組織に集約されやすい内容とい

える｡ 中間支援組織において､ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの

局面の ｢面接｣ の実施は､ 組織の機能による

差異があるが､ Ⅰの�対応の多様な ｢面接｣

を行う点は共通しているといえる｡

一方､ 受け入れ組織は､ Ⅰについては､ �

対応の①②が中心であり､ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの局面

の ｢面接｣ は､ どの組織も共通して､ ボラン

ティアコーディネーションの展開過程をシス

テムとして位置づけ取り組むならば､ 実施さ

れうる ｢面接｣ といえる｡

２) ボランティアコーディネーションにおいて

｢面接｣ が行われる局面ごとの目的､ 対象､

内容の検証結果からの考察

ａ) ｢面接｣ の目的について

表１で整理したボランティアコーディネーショ

ンにおける ｢面接｣ の目的について､ 表２の通

り､ 目的を便宜的に５つに分類した｡ すなわち､

情報収集､ 情報開示､ 信頼関係構築､ 支援､ プ

ログラム評価である｡

情報収集は､ 対象者についての情報を得るこ

とである｡ 情報開示は､ 主に組織側の理念や機

能に関する情報を明らかにし伝えることである｡

信頼関係構築は､ ソーシャルワークの知見を前

提に､ ｢面接｣ の対象との良好な関係性のあり

方を明確にする必要からの目的である｡ 支援は､

活動者へのサポートが中心だが､ それのみでは

なく､ 活動者を含む関係者が協働するためのサ

ポートと調整である｡ プログラム評価は､ 表２

内で ｢課題から新たなプログラム開発へ｣ と説

明している通り､ 活動者を含む関係者が当該プ

ログラムを評価することだけが目的ではない｡

ボランティアコーディネーションは､ プログラ

ム評価を次なるプログラムとして開発する視点

が重要である｡ その認識から､ 活動開始後以降

の ｢面接｣ は､ 当該プログラムの課題発見に軸

を置きながら､ そのプログラム上の課題から考

察できる地域社会の課題との関連を探索してい

く必要があると考える｡

表１のⅠの�対応では､ 図１のⅠの�①～⑧

に整理した対応ごとの関わりの目的を挙げてい

る｡ 多様な対応が存在するため､ その目的も多

様である｡ それらの目的を果たすためには､ 前

提として､ 必要なシステムや情報整備を行い､

対応に応じて実用しうる必要がある｡

ｂ) ｢面接｣ の対象について

ボランティアコーディネーションの ｢面接｣

の対象の捉えについて､ 便宜的に２つの群を考

えると､ ひとつめの群は､ Ⅰの段階でコーディ

ネーターの元へ､ 活動への応募を含む何らかの

相談等のためにアクセスしてくる個人・組織で

ボランティアコーディネーターが担う ｢面接｣ の特徴
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ある｡ この群は､ 表１のⅠの項に示した通り､

各年代の個人 (自身のニーズを十分には表現し

にくい乳幼児は対象になりにくいが､ 保護者を

伴えば､ 活動希望や募集希望等の対象として考

えられる｡)､ 多様な属性 (例えば､ 会社員等・

自営業者・定年退職者・学生・専業主婦など)

や特性を持つ個人 (例えば､ 心身障害者､ 外国

籍住民､ ひとり親世帯､ 子ども､ 妊婦など)､

多様な組織や団体 (例えば､ 福祉施設､ 社会教

育施設､ 学校､ 医療機関､ 行政､ 企業､ 特定非

営利活動法人をはじめとする諸民間非営利団体､

ボランティアグループ､ セルフヘルプグループ､

町会等の地縁活動団体など) が対象となりうる｡

それらの対象者のニーズにより､ 活動希望者､

募集希望者､ その他に大別されることになる｡

｢面接｣ の対象の捉えの二つめの群は､ 活動

開始期以降の局面での活動者・募集者と､ 組織

内スタッフと利用者 (特に受け入れ組織の場合)､

そして関係他機関であり､ ボランティアとの協

働によるプログラムに関わる個人や組織の全て
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(表２) ボランティアコーディネーターが担う ｢面接｣ の５つの目的

情報収集 情報開示 信頼関係構築
支援 (協働のためのサポートや調整) プログラム評価 (課題から新たなプログ

ラム開発へ)

Ⅰ
相
談
者
と
の
初
期
の
関
わ
り

�
イ
ン
テ
ー
ク

Ａ) 相談目的やニーズを
把握する｡
特に､ ボランティア活動
に関わる動機を把握する｡
語られる動機やニーズに
伴う感情面にも配慮して
傾聴する｡ Ｂ) 相談者の
基本属性を把握する｡

Ｃ) 組織の理念や機能を
伝える｡

Ｄ) 相談を続けたいと相
談者が思える信頼関係を
構築する｡

Ｅ) 相談目的やニーズ等に応じた対応を
検討する｡

�
対
応

＊図１のⅠ�①～⑧の対
応に応じ情報を提供する｡
・活動先諸情報
・既存プログラム
・登録ボランティアシス
テム等

Ａ) 相談者が､ 主体的に
ニーズを充足できる関係
性を構築する｡

Ｂ) ニーズに応じた対応を行う｡
Ｃ) 図１のⅠ�①～⑧の､ 対応ごとの関
わりを行う｡

Ⅱ
活
動
開
始
期
の
関
わ
り

�
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ａ) プログラムの詳細を
説明する｡
Ｂ) 活動者に､ 組織の一
員として組織の沿革や機
構を説明し理解してもら
う｡
Ｃ) ボランティアが使用
できる設備､ ルール等を
伝える｡

Ｄ) 活動者と､ 活動の契
約を交わす｡
Ｅ) 関わりを今後継続す
るために､ また､ 組織の
理念を追求するために協
働する対等なパートナー
として､ 活動者と信頼関
係を構築する｡

Ｆ) 活動開始にあたっての不安や疑問を
減らすことを通し､ 活動者が意欲的に開
始できるよう支援する｡ 組織内関係者等
がボランティアと快適に協働できるよう
支援する｡
Ｇ) 他の関係者が､ 活動者と信頼関係を
構築できるよう支援する｡

�
活
動
初
回

Ａ) コーディネーターは
必要時にいつでも相談で
きる存在であることを明
確に伝える｡

Ｂ) 組織の理念を追求す
るために協働する対等な
パートナーとしての信頼
関係を構築する｡

Ｃ) 活動者が､ 初回の活動に不安なく臨
めるよう支援する｡
Ｄ) 活動を続ける上での課題について共
に考え､ 必要に応じて支援の方向性を検
討する｡

Ｅ) 初回終了後の振り返りの機会を提供
する｡

Ⅲ
活
動
開
始
後
の
関
わ
り

�
位
置
づ
け
ら
れ
た
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

Ａ) 見出された課題から､
活動者への研修や成長の
機会提供を検討する｡

Ｂ) 定期的な活動上の相談支援を行う｡
Ｃ) 活動者の､ 活動上の課題を共に考え
解決をめざす｡
Ｄ) 活動者が､ 組織の理念追求のための
協働するパートナーであるとの自覚を高
める機会とする｡
Ｅ) グループスーパービジョンの場合､
活動者同士の交流の機会とする｡

Ｆ) 表明された課題や意見から判明する
プログラム上や地域社会の課題について､
その後のプログラム開発に反映させる｡
(その結果､ 組織や地域社会の改善へ反
映する｡)

�
任
意
の
相
談
・
支
援
場

面 Ａ) 位置づけられたスー
パービジョン以外の､ 関
係者への相談や支援の場
として意図的に関わり､
信頼関係を構築する｡

Ｂ) 見出された課題について共に考え解
決のための支援や調整を検討する｡
Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協
働するパートナーであると自覚を高め､
関係者が受け止める機会とする｡
Ｄ) 関係者各々が､ 活動者との協働の意
義を見直したり適切な評価が行えるよう
関わる機会とする｡

Ｅ) 表明された課題や意見から判明する
プログラム上や地域社会の課題について､
その後のプログラム開発に反映させる｡
(その結果､ 組織や地域社会の改善へ反
映する｡)

�
感
謝
の

機
会

Ａ) 活動者の活動への意
欲や姿勢等を把握する機
会とし､ 必要に応じて支
援を行う｡

Ｂ) 活動者へ謝意を適切
に伝える｡

Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協
働するパートナーであると自覚を高め､
関係者が受け止める機会とする｡

Ⅳ
評
価
、
活
動
終
了
期
の
関
わ

り �
評
価

Ａ) プログラムの評価を
通じて活動の状況を把握
する｡

Ｂ) 複数の活動者と共に行う場合､ 活動
者同士の交流や連帯の機会とする｡
Ｃ) 活動者が組織の理念追求のための協
働するパートナーであるとの自覚を高め
る機会とする｡

Ｄ) プログラムに関し面談による評価の
機会とする｡
Ｅ) 表明された課題や意見から判明した
プログラム上や地域社会の課題について､
その後のプログラム開発に反映させる｡
(その結果､ 組織や地域社会の改善へ反
映する｡)

�
活
動

終
了
時

Ａ) 活動終了の理由を必
要に応じ把握する｡

Ｂ) 活動終了者へ謝意を
表す｡

Ｃ) 必要に応じ､ 他所の活動紹介をする
等の支援を行う｡

Ｄ) 活動を通して培った理念実現のため
の関わり方法や視点を､ 終了後も継続す
るよう提案する｡



が対象となりうる｡ ボランティアコーディネー

ションの展開過程のシステムとして実施される

図１・表１のⅠとⅢの�以外の局面の ｢面接｣

は､ 主に活動者が対象の中心である｡ しかし､

図１・表１のⅢの�任意の相談・支援場面にお

いては､ 様々な立場からプログラムに関わる人々

各々への支援と調整として､ ｢面接｣ が行われ

る可能性がある｡

ｃ) ｢面接｣ の時間について

表１・表２の ｢面接｣ の様々な目的を果たす

ためには､ 時間の長さとしてある程度まとまっ

た時間が必要といえる｡ 時間帯は､ コーディネー

ターの所属組織の有り様によるが､ 受け入れ組

織での活動開始後の ｢面接｣ は､ 活動の前後等

活動時間と絡めた時間帯の設定が合理的である｡

表１のⅢの�任意の相談・支援場面について､

コーディネーターから申し出る場合や対象者か

ら予約の入る状況以外は､ 事前に時間の設定が

されない ｢面接｣ もありうる｡ 頻度について､

表１のⅠにおける ｢面接｣ は､ 単発の ｢面接｣

が中心である｡ 複数回くりかえし行われる可能

性のある ｢面接｣ は､ 表１のⅢの�位置づけら

れたスーパービジョン､ Ⅳの�評価であるが､

頻度自体は､ システムの作り方や活動の内容に

よって幅があると考えられる｡

ｄ) ｢面接｣ の空間について

表１・表２の ｢面接｣ の様々な目的を果たす

ためには､ ある程度まとまった時間と共に､

｢面接｣ を落ち着いて行える占有の空間で､ 話

しやすさを考慮した位置や物理的な配慮 (明る

さや冷暖房等) が必要といえる｡ 表１のⅢの�

任意の相談・支援場面については､ 偶然の出会

いの場面で ｢面接｣ を行う可能性もあるが､ そ

の場合も可能な限り話しやすい空間を考慮する

ことが求められる｡

ｅ) コミュニケーション

｢面接｣ におけるコミュニケーションの内､

言語コミュニケーションに相当する内容は､ 表

１から以下に大別できる｡

ア) 表１のⅠの�インテークで指摘しているＡ)

Ｂ) の通り､ 対象の年代に合わせた敬語や専

門用語への配慮､ 基本的な応答技法

イ) ｢面接｣ の対象者に伝えるべき事柄につい

てのわかりやすい説明

例) ｢ボランティア活動｣ ｢組織の理念や機能｣

｢活動先情報｣ ｢プログラム｣ ｢(ボランティア

が使用できる) 設備やルール｣ ｢契約｣ など

ウ) 対象者から情報を収集するための質問項目

や質問内容

エ) 対象者に伝えるべき事柄を伝える理由､ 対

象者に情報収集のため行う質問項目の理由

オ) 信頼関係構築のためのメッセージ

カ) 上記内容を含めた､ 局面の状況に沿った

｢面接｣ の流れ

ア) は､ どの局面にも共通して必要な内容で

ある｡ Ⅲの�位置づけられたスーパービジョン

や�任意の相談・支援場面は､ イ) ウ) エ) は

列挙されておらず､ 事前に言語で伝える内容や

質問等の準備はしにくく､ 構造化されにくい

｢面接｣ の局面と考えられる｡ コーディネーター

が基本的な応答技法を的確に用いなければ､ 対

象者はプログラム等に関する要望や意見を表現

し難いといえる｡

非言語コミュニケーションについて､ 基本的

に､ 対象者が安心して話し続けられる表情や態

度､ 話しやすい位置等が､ どの局面でも必要で

ある｡ また､ 課題を対象者と共に考えるという

態度も同様だろう｡ 表１のⅢの�任意の相談・

支援場面は､ 偶然対象者と出会う機会にも ｢面

接｣ となる局面であるが､ 偶然の機会でも話し

をすることが可能と伝わる表情や態度が求めら

れる｡ ソーシャルワークの知見において､ 面接

者は参与観察の態度が望まれる通り､ コーディ

ネーターもまた ｢面接｣ の対象者の非言語コミュ
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ニケーションを観察し､ その意味を理解するこ

とから対象者を理解しようと努めることが必要

である｡

コミュニケーションとしてのツールは､ ｢面

接｣ において対象者に伝えるべき事柄について

書かれたもの､ 対象者から情報を収集するため

のフォーマットやチェックシート､ 諸活動先等

の情報そのものの資料に大別できる｡ ｢面接｣

のどの局面にも､ 効果的と考えられるコミュニ

ケーションツールが存在する｡

５. 結論

本研究は､ コーディネーターが支援や調整等

を行う実践場面において､ 的確に機能する ｢面

接｣ の特徴について､ 探究し整理することを目

的としてきた｡

４. 考察の通り､ ソーシャルワークの知見を

前提として､ 的確に機能するボランティアコー

ディネーションにおけるコーディネーターが担

う ｢面接｣ について､ その構成要素に着目して

特徴を明らかにすることを試みた｡ コーディネー

ターが担う役割に照らし､ ｢面接｣ の特徴から

考察できる実践上の課題について､ 以下にまと

めた｡

１) 相談者との初期の関わりとして行う ｢面接｣

は､ 相談者のニーズを的確に把握した上､ 適切

な対応を行うための情報を得て､ 対応そのもの

をほぼ即日に判断して行う必要があった｡ 特に

中間支援組織の場合､ 多様な対応のためのシス

テムや情報の整備が必要である｡ 例えば､ 活動

希望者への対応としての諸活動先の情報収集と

整備､ 募集希望者への広報協力のためのシステ

ム化 (例えば､ 広報誌の発行やホームページに

よる発信) などである｡ これらは､ 通常広範な

情報収集と整備作業が必要であり､ また中間支

援組織として情報発信や広報活動として､ 独立

して行う事業でもある｡ 受け入れ組織の場合は､

プログラムが明確に立案されている､ もしくは

その前提としてボランティアとの協働の理由が

組織として合意形成されている必要がある｡ つ

まり､ 相談者との初期の関わりとしてコーディ

ネーターが担う ｢面接｣ は､ ニーズ把握や必要

な情報を得るための基本的な応答技法等の習得

だけでは､ ｢面接｣ としての対応は十分には行

えない｡ 中間支援組織の場合は組織として行う

べき事業が基盤として実施されていること､ 受

け入れ組織の場合は組織としてボランティアと

の協働の基盤が整備されているなど､ ボランティ

アコーディネーション展開のための基盤が組織

において明確に形作られている必要がある｡

２) 活動開始期､ 活動開始後､ 評価・活動終了

期の関わりとして行う ｢面接｣ は､ 任意の相談・

支援場面以外は､ ボランティアコーディネーショ

ンの展開がシステムとして捉えられることによ

り実施される ｢面接｣ であった｡ つまり､ 各局

面で効果的と考えられたコミュニケーションツー

ルの制作を含め､ ボランティアコーディネーショ

ンがシステムとして取り組まれる必要がある｡

それらをコーディネーターが認識し､ 実施しな

ければ､ ｢面接｣ の局面は､ 相談者との初期の

関わりと任意の相談・支援場面のみになる｡ シ

ステムとして取り組まれることにより､ 局面に

よっては ｢面接｣ を適切に構造化でき､ 目的に

沿った焦点の絞られた ｢面接｣ を実施できる｡

だが､ それらが実施されても､ 任意の相談・支

援場面は起こり得るだろう｡ 本研究では､ 当該

場面に相当する事例を収集できず､ 実際の事例

分析に基づく課題提起は行えないが､ コーディ

ネーターは､ その役割として､ 常に､ 活動者を

はじめとするプログラムに協働する関係者と

｢面接｣ を行う可能性について意識化し､ 各々

の話を受け止め共に考えるという相談・支援の

役割を十分に認識することが重要である｡

３) コーディネーターが担う ｢面接｣ も､ ある
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程度まとまった時間や適切な空間の確保が必要

であった｡ 特に時間の確保について､ 受け入れ

組織では､ 兼務のコーディネーターが多く存在

すると考えられる実態から､ 兼務する他の職務

との兼ね合いで､ どの程度コーディネーター業

務に時間をさけるかは課題となる｡ コーディネー

ター自身が､ ボランティアコーディネーション

業務をどう捉えるかだが､ その前提として､ 組

織がボランティアコーディネーション業務をど

う捉え位置づけるかに関わる｡ 適切な空間が確

保されるかどうかについても､ 同様に､ 組織に

おいてボランティアコーディネーション業務が

どう位置づけられているかに関連する｡

４) コーディネーターが担う ｢面接｣ の対象は､

各年代・様々な属性や特性の人々､ 様々な組織・

団体が対象となる可能性があるという意味で多

様であった｡ コーディネーターは､ 全ての対象

理解を深める必要があり､ それらの特徴や動向

に関する情報や知識が不可欠である｡

局面によっては､ 活動者・募集者の他､ 組織

内スタッフや利用者､ 関係他機関も､ プログラ

ムを協働する関係者として ｢面接｣ の対象とな

りえた｡ コーディネーターは､ 各関係者の立場

性を理解して向き合うことになるが､ その前提

として､ コーディネーターの立ち位置の認識が

必要である｡ それぞれへの支援だけではなく､

関係者間の調整を担う必要から ｢面接｣ を行う

立場として､ コーディネーター自身はどういう

組織のどこに立脚しているか､ 何に価値をおい

て､ 各関係者と向き合うのかを認識する必要が

ある｡ そうした認識を土台に､ 様々な関係者と

適切な距離を保ちながら ｢面接｣ に臨み､ プロ

グラムの協働を支えていくことが可能となる｡

５) コーディネーターが担う ｢面接｣ は､ 多様

な対象との ｢面接｣ が考えられたが､ いずれの

対象であれ､ ｢面接｣ 場面は基本的に人との関

わりである｡ それ故支援や調整の役割を担うた

めには､ 対象との信頼関係構築も目的となり､

コーディネーターは対象理解を深めるために参

与観察を行う必要もある｡ だが､ それらを担う

コーディネーターもまた､ 生身の人間であり､

｢面接｣ の対象理解には､ コーディネーター自

身の価値観や倫理観に及ぶ自己覚知がなされな

くては行えない｡ また､ ボランティアコーディ

ネーションを担うコーディネーターとしては､

対象と向き合うにあたり､ ｢ボランティア｣ ｢ボ

ランティア活動｣ ｢ボランティアコーディネー

ション｣ 等に関し､ 文字面として概念を説明で

きるだけではなく､ それらの価値観について､

理解や納得をしていることが重要である｡

６. 今後の研究の課題

本研究の成果により､ コーディネーターが

｢面接｣ を行う上で必要とされる ｢面接｣ 手法

に関し､ その手法を向上させるための研修や演

習等のあり方についても検討する緒にしたいと

考え､ 本研究に臨んだ｡ 本研究により明らかに

したボランティアコーディネーションにおける

｢面接｣ の特徴と､ ｢面接｣ の特徴から考察した

実践上の課題を基に､ 上記について別稿にて改

めて取り組みたいと考える｡

＊本研究の協力者として､ 社会福祉法人練馬区社

会福祉協議会河島京美氏に､ 実践に取り組む現

場のコーディネーターとして協議・検討に参加

していただきました｡ 改めてお礼申しあげます｡

【注】
(1) 社会福祉法人大阪ボランティア協会・編集

(2004) ｢ボランティア・NPO 用語辞典｣ 中央

法規､ Ｐ60～61参考
(2) JVCAでは主な事業として､ ボランティアコー

ディネーターのための研修への講師派遣や研

修会を主催している｡ JVCA 事務局によると､

2006年度において､ ｢面接｣ に焦点化した研修

に講師派遣要請があったり､ JVCA が主催す
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る研修会の参加者の参加動機として､ ｢面接技

法を学びたい｣ ｢面接がうまくなりたい｣ 等が

挙げられているという｡
(3) 筆者が把握している限りにおいてであるが､

ボランティアマネジメント理論は､ 筒井のり

子 (1998) ｢NPO におけるボランティアマネ

ジメント｣ 『ボランティア活動研究第９号』 社

会福祉法人大阪ボランティア協会､ 妻鹿ふみ

子 (1999) ｢ 『ボランティアマネジメント』 を

めぐる一考察～ボランティア受け入れ組織の

ための方法論構築へ向けて～｣ 地域福祉研究

No.27をはじめとして､ 1990年代後半以降積極

的に紹介されている｡
(4) 筒井のり子監修 (1998) ｢施設ボランティアコー

ディネーター｣ 社会福祉法人大阪ボランティ

ア協会､ 早瀬昇・妻鹿ふみ子編著 (2000) ｢自

治体・公共施設のためのボランティア協働マ

ニュアル｣ 社会福祉法人大阪ボランティア協

会､ スーザン・エリス (2001) ｢アメリカ社会

における市民活動・NPO の役割｣ 特定冷非営

利活動法人日本ボランティアコーディネーター

協会等を参考｡
(5) ボランティアコーディネーションもボランティ

アマネジメントも､ 機能として､ ボランティ

アへの支援やボランティア活動推進､ それら

に関わる調整等は共通するが､ ボランティア

コーディネーションは､ 社会全体の中で発揮

されるのに対し､ ボランティアマネジメント

は､ ある特定の組織やイベントにおいて果た

される役割との解釈が一般的という｡ ｢社会福

祉施設のボランティアコーディネーション指

針はじめの一歩！｣ p.13第２章妻鹿ふみ子執

筆部分参考
(6) 例えば､ 全国ボランティアコーディネーター

研究集会2005報告書基礎・入門編 ｢受け止め

て､ 見極める！～コーディネーターに必要な

面接スキルを学ぶ～｣ 石井祐理子担当資料内

には､ バイスティックの ｢ケースワークの原

則｣ が紹介されている｡ 同資料Ｐ100～105参

考
(7) 例えば､ 黒木保博・山辺朗子・倉石哲也編著

(2002) ｢福祉キーワードシリーズ ソーシャ

ルワーク｣ 中央法規では､ Ⅵ間接・関連領域－

援助を具体的に支える領域のひとつとして､

｢ボランティア・コーディネート｣ を位置づけ

ている (同書のＰ190～191)｡

(8) ①日本社会福祉実践理論学会 [編] (1996)

｢社会福祉基本用語辞典｣ 川島書店Ｐ202､ ②

日本社会福祉実践理論学会 [編] (2001) ｢改

訂版社会福祉実践基本用語辞典｣ Ｐ147より引

用､ ①のＰ210､ ②のＰ91参考
(9) 採用した資料① ｢相談活動の基礎知識｣ は､

主に社会福祉協議会のボランティアセンター

のコーディネーターを対象としているが､ ｢施

設や企業､ 教育機関などでボランティアにか

かわる業務を担う人｣ が相談を行う場合も視

野に含められている (資料①Ｐ６)｡ このこと

から､ 多様な実践場面のコーディネーターに

よるボランティアコーディネーションを検討

する上での基礎的な資料としても差し支えな

いと判断した｡
(10) 妻鹿ふみ子 ｢ボランティアマネジメントのプ

ロセス大・研・究｣ 全国ボランティアコーディ

ネーター研究集会2006BI-６分科会資料Ｐ３参

考
(11) 注(4)で挙げた文献・資料の他､ 社会福祉法人

全国社会福祉協議会全国ボランティア活動振

興センター (2002) ｢福祉/介護関連施設にお

けるボランティア受け入れマニュアル｣ 等を

参考｡
(12) 本研究の協力者として､ 社会福祉法人練馬区

社会福祉協議会河島京美氏に､ 実践に取り組

む現場のコーディネーターとして協議・検討

に参加してもらった｡
(13) 日本社会福祉実践理論学会 [編] (1996) ｢社

会福祉基本用語辞典｣ 川島書店Ｐ11より引用
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